
教科 地理歴史 科目

授業計画
特進A コース 3 学年 単位数 3 履修区分 選択履修 期 週 月 単　　元 内容 テスト範囲 着　　眼　　点

1 　2年生の振り返り

2 10章 二つの大戦と

3 　　　　　　　　　アジア 第一次大戦と日本

4 戦争の原因を学び

5 ワシントン体制 今の社会を考える

6

7 市民生活の変容

8 と大衆文化

9 （中間試験)

10 恐慌の時代

11 軍部の台頭

12 第二次世界大戦 第二次大戦への反省

13

14 11章 占領下の日本

15 占領と改革 私たちの時代の成立

16 現代の思想を学ぶ

17 冷戦の開始と日本

18 12章 高度成長の時代

19 ５５年体制 時代をイメージし

20 (期末試験) 豊かさとは何かを

21 経済復興から 考える

22 高度成長へ

1 13章 激動する世界

2 と日本

3 経済大国への道

4 冷戦の終結と 国際社会を知る

5 日本社会の変容

6 演習

7 　原始・古代を中心に 共通テスト対策 共通テスト対策で

8 　中世を中心に 共通テスト対策 知識の定着、深化

9 （中間試験) を図る

10 　近世を中心に 共通テスト対策

11

12 　近代・現代を中心に 共通テスト対策

13 歴史を学ぶ意義 現代社会から考える 日本史学習のまとめ

14 （3年期末試験）

15

16

17

18

19 (期末試験)

20

21

2

3

学習上の留意点

○生徒にはわかりやすい目標を提示し、定期考査中心に目標に到達させていく。
○前半はノート整理を中心に、後半は演習を主に学習に取り組ませる。

後
　
　
期

10

11

成績評価の方法・基準

定期試験を中心に、平常点はノート点検を主として評価する。
【知識・技能】教科書の重要語句、歴史の基本的な用語を理解できるか。
【思考・判断・表現】歴史事象について深く考え評価し、文章等で表現できるか。
【主体的に取り組む態度】歴史の中でわからないことを、自分で調べることができる
か。学んだことを生かし、現実の出来事を客観的に捉え評価できるか、自らの力で
考え是非を判断できるか。 12

1

備　　考

科目のねらい

○2年生での学習内容を踏まえ、近現代史を中心に現代までの日本の歴史を理解
させる。
○受験に直接必要の無い生徒には、一般教養として、現代日本の成立についての
歴史知識を身につけさせる。
○受験に必要な生徒には、演習を中心に共通テストから私大の試験レベルまでに
対応して、理解を深めさせる。

7

授業内容とすすめ方

○教科書のレベルを基本とし、発展的な内容も含め、知識、理解を深めさせ、歴史
を学ぶ態度を養う。
○歴史を題材にし、現代社会の出来事を考察できるよう、社会人としての基礎を身
につけさせる。

8

9

2023年度 シラバス

前
　
　
期

4
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5

副教材・参考文献

6

日本史演習


	日本史演習

